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官
品
来
は
喜
多
村
屋
の
二
代
自
に
て
、
初
め
北
村
士
宮
左
衛
門
と
呼
べ

り
。
批
年
よ
り
仰
門
に
防
依
し
‘
凶
十
歳
の
頃
出
世
主
般
別
し
て
、
家

業
主
主
代
彦
左
衛
門
医
務
り
波
し
.
共
の
身
遁
世
の
身
分
と
成
り
.

凶
方
寺
陀
て
剃
髪
し、

得
度
し
て
恕
衆
と
栴
し
、
・対
野
玉
泉
寺
の
門

前
島
よ
ぴ
卯
反
故
勝
寺
の
門
内
に
平
庖
E
結
び
.
枇
附
闘
を
揺
れ
て
俳

棋
を
修
行
し
‘
鍛
ね
て
政
勝

E
H
み
‘
仙
洞
御
所
へ
五
十
首
の
詠
歌

を
献
上
し
、
航
山
城
州
へ
宵
首
の
澗
吟
主
主
上
す
。
平
常
心
を
風
雅

に
慰
め
て
、
浮
世
の
邸
主
厭
へ
り
。
後
西
近
江
舟
木
村
西
光
寺
再
興

の
事
を
本
山
よ
り
命
ぜ
ら
れ
.
彼
の
地
K
歪
り
て
例
制
の
落
成
主
告

げ
し
め
た
り
。
ま
た
勢
州
警
光
寺
よ
り
の
招
待
陀
依
っ
て
、
彼
の
地

に
歪
り
住
職
と
な
り
た
り
し
か
ど
、品川
閣
の
破
壊
甚
し
か
り
き
。
依

っ
て
歌
道
を
以
て
旅
人
陀
親
し
み
、
法
華
経
及
び
源
氏
物
語
な
ど
を

締
解
し
て

.
象
人
の
的
依
に
預
り
、
速
に
再
建
の
成
功
を
遂
げ
、
写

保
五
年
間
月
イ
丸
日
六
拾
五
歳
を
以
て
濯
化
せ
り
。
共
の
箆
v
入
賞
む

に
し
て
博
微
な
る
都
、
和
漢
の
接
聞
に
長
じ
‘
帥
脚
部
ナ
の
由
民
義
民
建
す

と
い
へ
り
。
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提

此
の
町
は
.
十
二
皿山市正問
u
k
減
せ
た
る
元
総
九
年
の
本
町
肝
前
…
裁
許

町

企
部
古
館
志

嘗
J
l

三

町
の
一
町
な
り
。

附
K
、
上
堤
町

下
判
明
町
横
堤
町
と
あ
り
て
、
怒
務
中
は
本
町
廿
七
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跡

此
の
村
は
、
石
浦
の
庄
内
七
ク
村
の
一
村
た
り
。
石
市
榊
制
磁
盛
岡町

十
-
年
八
月
十
日
附
石
浦
七
夕
村
氏
子
連
判
献
花
.
木
新
保
村
警
兵

術
と
見
h
.
同
年
八
月

H
=一
日
の
訴
訟
棋
に
‘
は
せ
の
観
音
共
後
木

の
新
保
村
の
内
に
御
座
候
。
な
ど
h
M
刺
せ
た
り
。
右
訴
欣
に
て
見
れ

ば
、
山
院
長
十

一
年
の
頃
は
、
石
浦
山
王
の
氏
子
地
花
村
議
あ
り
し
と

と
い
ち
じ
る
し
。
明
和
二
年
石
浦
慈
光
院
の
由
緒
耽
u
k
、
石
浦
郷
七

ク
村
の
内
木
新
保
村
は
.
西
町
横
堤
町
之
遊
K
有
ν
之
底
.
共
後
倉

月
の
郷
へ
引
移
す
。
只
今
之
木
新
保
是
也
。
と
あ
り
。
安
江
八
幡
枇

記
に
は
.
上
安
江
村
は
、
佐
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は
今
の
下
堤
町
の
後
に
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り
し
庭
.後

深
見
氏
居
屋
敷
に
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り
し
を
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て
・
今
の
地
へ
勝
地
す
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木
新
保
も

上
堤
町
法
に
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り
し
出
回
・
上
安
江
村
勝
地
の
後
‘
今
の
地
へ
移
せ
り

と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
党
永
十
三
年
金
滞
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制
E
改
め
ら
れ
、
堤
町

金
屋
町
等
を
城
の
附
近
よ
り
迫
ひ
出
さ
れ
し
時
、
右
の
村
々
も
移
側

主
命
ぜ
ら
れ
た
る
な
る
べ
し
。
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